
 

３．２ 中間育成 

中間育成では、現地に設置した中間育成施設に、幼生収集装置内の着床具（種苗）を設

置し、移植適正サイズとなるまで育成管理を行う。 

【解説】 

サンゴは、サイズが小さいほど移植後の生残率が低いため、移植適正サイズに成長させ

てから予定海域へ移植する必要がある。 

中間育成の作業フローは図Ⅱ.3-18 のとおりである。事前に中間育成施設を設置し、幼

生収集装置で種苗生産した 0歳齢の稚サンゴ付着床具を中間育成施設に設置する。その後

は、モニタリングを行い移植適正サイズとなるまで育成管理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.２.１ 中間育成施設の設置 

沖縄本島等の沿岸域のように台風が来襲する場所では、海底固定式の棚型中間育成施設

またはカゴ型中間育成施設を設置する。 

【解説】 

１）中間育成施設の構造 

台風等の接近がほとんどみられない波浪条件の穏やかな場所では、垂下式あるいは吊り

下げ式中間育成施設を設置することができる。一方、沖縄本島等の沿岸域は、基本的に波

浪条件が穏やかな海域であるが、台風の来襲により高波浪の影響を強く受けることがある

ため、海底固定式の棚型あるいはカゴ型の中間育成施設で中間育成を行うとよい。カゴ型

の中間育成施設は、食害の影響が大きい海域で用いる。 

 

(1)棚型中間育成施設 

幼生収集装置で種苗生産したサンゴの中間育成の実績がある棚型中間育成施設につい

て、写真を図Ⅱ.3-19 に、部位別の主な材質・寸法を表Ⅱ.3-5 に示す。着床具（種苗）

を設置する天端部は、耐久性に優れる FRP 製グレーチングや樹脂製ネットを用いること

ができる。 

 

 

 
 

図Ⅱ.3-18 中間育成の作業フロー 

3.2.3 育成管理 

3.2.2 着床具（種苗）の設置 

3.2.1 中間育成施設の設置 



 

  

①FRP 製グレーチング ②樹脂製ネット 

図Ⅱ.3-19 棚型中間育成施設 

 

表Ⅱ.3-5 棚型中間育成施設の材質・寸法 

部位 材質・寸法 

天端部 

①FRP製グレーチング 
寸法：幅100cm、長さ100cm、厚さ4cm 

②樹脂製ネット、塩化ビニールパイプ（ネット上面と下面に各4本） 
寸法：幅100cm、長さ100cm 

脚部 
鉄筋棒（呼び径D13）×8本 

寸法：外径12.7mm、長さ100cm 

 

 

(2)カゴ型中間育成施設 

幼生収集装置を用いて種苗生産したサンゴの中間育成では、着生したサンゴが捕食さ

れにくい角筒型着床具(Suzuki et al. 2011)を使用するため、種苗は食害を受けにくい。

ただし、食害の影響が大きい海域では、オニヒトデやシロレイシガイダマシ類などの食

害生物の侵入防止のためのネットや貝返し等を設けるとよい。 

陸上施設で種苗生産したサンゴの中間育成の実績があるカゴ型中間育成施設につい

て、写真を図Ⅱ.3-20 に、部位別の主な材質・寸法を表Ⅱ.3-6 に示す。カゴは、塩化ビ

ニール製パイプおよびプラスチック製ネットの物を用いる。脚部には、食害生物のシロ

レイシガイダマシ類の侵入を防ぐ貝返し（脚部にプラスチック製の板等を傘状に巻きつ

け円錐形状にしたもの、図Ⅱ.3-21）を設ける。沖縄の沿岸で中間育成を行った事例では、

貝返し設置以降、殻長 1～2cm 程度の大型のシロレイシガイダマシ類の侵入は見られなく

なり、カゴの脚部より這い上がる個体は貝返しにより排除できる効果が確認されている。

カゴに付着藻類が溜まりにくくする対策としてカゴ内に藻食性貝類を収容する場合は、

カゴから貝類が逃げ出さないようにネットの目合いは 1cm 程度とする。 
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海底への設置状況 上蓋を開けた状態のカゴ 

図Ⅱ.3-20 カゴ型中間育成施設 

 

  
脚部へ貝返しを設置したカゴ型中間育成施

設（丸で囲んだ箇所が貝返し） 

貝返し近景 

図Ⅱ.3-21 貝返しの設置状況 

 

表Ⅱ.3-6 カゴ型中間育成施設の部位別材質・寸法 

部位 材質・寸法 

カゴ 
枠部：塩化ビニールパイプ、径16mm 
網部：プラスチック製ネット、目合10mm 
寸法：幅80cm、奥行60cm、高さ30cm 

脚部 
塩化ビニールパイプ、径25mm 
寸法：幅100cm、奥行き130cm、高さ100cm 

錘（底部） 
建材ブロック（空洞付き、約10kg/個） 
寸法：390×190×100cm 
数量：2籠あたり8～10個を設置 

 

２）設置 

中間育成施設の設置場所は、以下の条件に基づき選定する。 

 赤土等の流入が少なく海水が清浄であること 

 波浪等の影響が少ない静穏な海域であること 

 水深が2～6mであること 

 

 



 

設置場所の底質については、荒天時の濁りが起きにくい岩盤が望ましいものの、脚部

に鉄筋棒を用いる場合は鉄筋棒を海底に打ち込む必要があるため、砂地や砂礫底の場所

でもよい。ただし、その場合は沈下や埋没に注意する。 

設置場所の水深については、基本的に水深2～6ｍとする。2ｍより浅い場所では波浪の

影響が大きくなることが予測されるため、設置は避けた方がよい。なお、光が十分に達

し、サンゴの成長が良い海域であれば、6ｍ以深でも飼育は可能である。 

中間育成施設は、脚部を海底に打ち込んだり、脚部の周りに重りを配置してロープで固

縛したりして、安定した状態で設置場所に固定する。設置後は、中間育成する部位につい

て50cm以上の嵩上げが確保されていることを確認する。 

種苗（着床具）を設置することを考慮し、中間育成施設の上面が海底面に対して水平を

維持できるようにする。例えば、図Ⅱ.3-22のように、中間育成施設の天端部を支持するた

めに、鉄筋用スペーサー等を脚部の鉄筋に取り付けて天端部の水平を維持するなどの工夫

が必要である（図Ⅱ.3-22）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．２．２ 着床具（種苗）の設置 

幼生収集装置で生産した 0 歳齢の種苗が着生した角筒型着床具を、中間育成施設上に敷

き並べる。 

【解説】 

幼生収集装置を用いた種苗生産では、0 歳齢の種苗付きの角筒型着床具を数千個単位で

大量に生産する場合、台風等の荒天時に着床具が動かないように 1つ 1 つを固定すると、

多大な労力を必要とする。そのため、着床具を中間育成施設の天端部上に隙間なく敷き並

べた後、目合い 20～30mm の園芸用や防鳥用に用いられるネットを被せて固縛する方法が効

率的である。 

また、図Ⅱ.3-20 に示すカゴ型中間育成施設の場合は、着床具収容と同時に、藻食性の

貝類（タカセガイ等）をカゴ内に収容し、藻類が繁茂するのを防ぐ（Omori 2005）。幅

80×奥行 60×高さ 30cm の籠に殻幅約 2cm のタカセガイ幼貝 20 個体程度を収容する。 

 

図Ⅱ.3-22 中間育成施設の水平維持の工夫例 

天端部を支持用に 
に取り付けられた 
鉄筋用スペーサー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ.3-23 着床具の設置状況およびサンゴ着生状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ.3-24 中間育成により育成したサンゴの状況例（着生から 15ヶ月後）  

 

３．２．３ 育成管理 

沖縄本島等の沿岸域では、モニタリングと育成管理を頻繁に行うことが望ましい。 

【解説】 

沖縄本島等の沿岸域では管理がしやすいため、頻繁にモニタリングを行うことが望まし

い。目安として、移植適正サイズになるまでの約 2年間は 1ヵ月おきに育成管理を行うこ

とが理想的である。さらに、種苗の生残状況や藻類繁茂等の外的要因のモニタリング結果

を解析し、有効な対策を検討することで、順応的に育成管理を行うことが望ましい。 

 

１）モニタリング 

中間育成中のモニタリングに関しては「第Ⅱ編 2.3.4 育成管理」を参照する。 

 

２）育成管理 

中間育成中の育成管理に関しては「第Ⅱ編 2.3.4 育成管理」を参照する。 

  

角筒型着床具を敷き並べて設置 

1mm 

サンゴ着生状況(着生 3 日後)  

) 

 

10mm 



 

【コラム】陸上水槽で種苗生産した稚サンゴのカゴ型中間育成 

水槽内で生産した稚サンゴ(第Ⅱ編 2.2 陸上施設を用いた種苗生産)を、水槽内で移植サイズ

まで飼育した場合、揚水やエアレーションのための電気代および飼育管理のための人件費

などがかかり、生産コストが高くなる。ある程度の期間は着底直後の稚サンゴを水槽内で

飼育して初期の減耗を低く抑え、その後海域にて中間育成することにより飼育コストを削

減することが可能となると考えられる。 

 そこで、中間育成の有効性を調べるために、2015年および2016年に沖縄県久米島の仲里

漁港内において、水深DL-2mおよび-6mに設置した目合1cmの飼育カゴを用いて飼育試験を実

施した。飼育カゴは、「3.2 中間育成 3.2.1 中間育成施設の設置 1) 中間育成施設の構造 (2) 

カゴ型中間育成施設」で示したものを用いた。藻類の駆除のため、殻幅約20mmのタカセガイ

稚貝を1つのカゴあたり約20個体収容した。試験には、1、4、6ヶ月齢のウスエダミドリイ

シの稚サンゴを用いた。試験結果は以下の通りであった。 

①1ヶ月齢の稚サンゴを盛夏の7月に沖出しした試験では、沖出し直後から生残率が急激に

下がり、1年後にはほぼ全滅した。2016年は沖出し直後に高水温が発生しており、その

影響も考えられる。今後も頻繁に高水温が発生する恐れがある盛夏の時期に、小型の稚

サンゴを海域へ沖出しするとことは適切でないのかもしれない。 

②4ヶ月齢および6ヶ月齢の稚サンゴのおもな減耗要因は、シロレイシガイダマシによる捕

食であった。2015年の6ヶ月齢、2016年の4ヶ月齢および6ヶ月齢の稚サンゴを用いた試

験では、それぞれ沖出しの496、190、126日後に貝返しを設けた。それ以降は、カゴ内

に大型の捕食貝は見られず生残率の低下が緩やかとなった。しかし、貝返し設置以降

でも、浮遊幼生として侵入したと思われる殻長2，3mm程度のシロレイシガイダマシが

、3ヶ月間隔のモニタリングの際にカゴ内で見られるケースもあった。ひと月に1回程

度の駆除で、これらの小型個体による被害は小さくできると考えられる。 

③2016年の4ヶ月齢の水深2m、6ヶ月齢の水深2mおよび6mの3つの試験区では、シロレイシ

ガイの捕食が少なかったため、試験終了時の生残率は66～82％であった（試験期間は4

ヶ月齢で約9.5ヶ月、6ヶ月齢で約7か月）。 

④2015年の6ヶ月齢の試験より、移植に適していると考えられている直径5cmのサンゴを得

るには、着生後約630日の飼育期間が必要と考えられる（水槽内6ヶ月（180日）＋中間

育成450日）。 

これらの結果から、直径5mmより大きい群体（4か月齢以降）を沖出しし、適正に捕食者

の駆除を行うことにより、飼育カゴを用いた中間育成において高い生残率を得ることがで

きると考えられる。但し、遺伝的攪乱を防ぐために、中間育成は、種苗生産に用いた親サ

ンゴが生息していた海域の近隣で行う必要がある。 

 
図1 飼育カゴを用いた中間育成試験におけるウスエダミドリイシ稚サンゴの生残と成長 



 

３．３ 移植 

移植適地を選定した上で、中間育成施設内で育てたサンゴを移植する。また、移植した

サンゴの成長や生残率を高めるため、定期的に育成管理を行う。 

【解説】 

 移植の考え方は、「第Ⅱ編 2.4 移植」を参照する。 

 

３．３．１ 移植適地の選定 

移植するサンゴが、健全な状態で成長するとともに、その後産卵によって幼生が広範囲

のサンゴ礁に着生し、サンゴ礁の修復・再生につながる場所を適地として選定する。特に、

本島沿岸の場合は、人為的な影響（赤土の流入や富栄養化）について注意して選定する必

要がある。 

【解説】 

基本的な考え方は、「第Ⅱ編 2.4.1移植適地の選定」で示したとおりである。本島沿岸

では、環境要素の「地形・基盤」、「水温」、「波浪・流況や砂礫の移動」の条件に加え、

人為的な影響となる「赤土の流入」、「富栄養化」について検討が必要である。「サンゴ

分布」、「地形・基盤」、「水温」、「波浪・流況や砂礫の移動」、「食害動物」、「サ

ンゴ幼生の供給源として望ましい箇所」については、「第Ⅱ編 2.4.1 移植適地の選定」を

参照されたい。なお、本島沿岸の「サンゴ分布」については、人為的な影響によるサンゴ

分布の変化が大きいことが想定されるため、過去のサンゴ分布や種構成を考慮した上で、

移植適地を検討することが重要となる。ここでは、本島沿岸で想定されるサンゴの育成に

影響を及ぼす環境要素とサンゴ分布の関係の有意性の検討方法について解説する。 

なお、選定された移植適地が、漁業やマリンレジャー等の人の利用される地域と重複す

る場合には、自治体や漁業者、マリンレジャー運営者に対し、サンゴの保全に配慮した海

域の利用方法について協議する必要がある。 

 

表Ⅱ.3-7 本島沿岸におけるサンゴの適地選定に関係する調査・解析項目 

環境条件 調査・解析項目 

（1）サンゴ分布図の作成 

サンゴ分布 サンゴ被度、種構成、サンゴ被度・種構成の変化（調査、聞き取り）。 

（2）サンゴの育成に影響を及ぼす環境要素の検討 

地形・基盤 サンゴ礁内の水深及び基盤の有無。 

水温 代表地点における高水温期の水深別水温変化。 

波浪・流況や砂礫の移動 サンゴ礁内の波浪・流況状況や砂礫の移動。 

食害動物 サンゴ礁内の食害動物（オニヒトデ、貝類、魚類）の状況。 

赤土の流入 サンゴ礁内の赤土などの堆積状況（SPSS）。 

富栄養化 サンゴ礁内における栄養塩濃度、水中透明度。 

（3）サンゴ幼生の供給源として望ましい箇所の検討 

サンゴ供給源 
流況や拡散の状況から発生したサンゴ幼生が、サンゴ礁外への流出

よりもサンゴ礁内により多く着生できる箇所。 



 

(1)赤土の流入 

赤土の流入は、代表地点※の SPSS（海域底質中懸濁物質含有量）により把握する。 

陸域からの赤土流入により、濁りが透明度を低下させ、長期にわたって光量不足が続く

と、サンゴの成長が阻害される。また、赤土の堆積は、サンゴ幼生の着底も阻害するため、

赤土の流入の影響が極力小さい場所を選ぶ必要がある。大見謝（2003）によると、SPSSが

30kg/m3を上回るとサンゴ被度が低下すると報告されており、これらを基準にしてサンゴの

移植可能な場所であるかどうか判断する。 

実施頻度は、季節変動を把握するため、最低でも年 2回実施する。 

※代表地点は、対象海域の広さ、サンゴ分布を参考に、サンゴが多い箇所・少ない箇所、海域の調査地点

の偏りが極端にならない箇所を数地点設定する。代表地点は、各環境要素の特性に応じて、地点数を設定

する。 

(2)富栄養化 

富栄養化は、サンゴ礁内の代表地点における水平透明度及び採水分析による栄養塩濃度

を把握する。 

農地からの肥料や畜産ふん尿、あるいは生活排水が流入することにより、富栄養化した

海中では、基盤上に海藻類が繁茂し、幼生の加入や成長を阻害することがある。また、植

物プランクトンが増殖しやすくなるため透明度が低下し、サンゴの成長が阻害されるため、

海域の富栄養化状況を水質調査で確認し、富栄養化していない場所を選定する必要がある。

金城ほか（2011）によると、サンゴ被度 50％以上の海域では、全窒素(T-N)：0.08mg/L以

下、全リン(T-P)：0.01mg/L 以下、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素（NO3-N+NO2-N）：0.01mg/L

以下、リン酸態リン(PO4-P)：0.006mg/L 以下、水平透明度 9m 以上が条件と報告されてい

る。これらの値を基準として、サンゴの移植可能な場所であるかどうか判断する。 

水質調査では、採水を行って全窒素(T-N)、全リン(T-P)、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素

(NO3-N+NO2-N)、リン酸態リン(PO4-P)等の栄養塩類を分析する。また、透明度は水平透明度

を潜水目視観察により測定する。実施頻度は、季節変動を把握するため、最低でも年 2回

実施する。 

３．３．２ 移植 

中間育成施設で育てたサンゴから移植に適したサイズまで育成したサンゴを取外し、移

植場所へ運搬し、植え付けを行う。 

【解説】 

 移植に関しては「第Ⅱ編 2.4.2 移植」を参照する。 

 

３．３．３ 育成管理 

移植サンゴのモニタリングを行い、必要に応じて育成管理を行う。 

【解説】 

 育成管理に関しては「第Ⅱ編 2.4.3育成管理」を参照する。 
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